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アズマヒキガエルの目撃情報を探しています。
博物館活動
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　アズマヒキガエルはもともと北海道に生息していない国内外来種であり、近年道内各地で見られ

るようになりました。侵入すると周辺の自然環境を改変してしまう恐れがあります。富良野地域に

は旭川方面から南下してきた個体が入りつつあり、上富良野町、中富良野町ではすでに確認されて

いることから、富良野市内にもすでに入りこんでいる可能性があります。

　情報を集め生息地域を把握し、今後の対策に活用していきたいと思いますので、ご協力をお願い

いたします。

アズマヒキガエル

（函館山の個体 ※提供：斎藤和範さん）

【アズマヒキガエルの特徴】※北海道生活環境部自然環境課ウェブサイトより抜粋

１、成体の体長

　43-162mm（在来種エゾアカガエルよりもかなり大きい）

※北海道に生息する在来のカエル類は他にアマガエルがある。

２，生息環境

　平地から山林の森林、開けた農地

３，習性など

　成体は動きが遅く、跳ねて移動することはまれ。オスは黄褐色、メスは赤褐色で、繁殖期のオス

は黄色みが強い。

４，繁殖期など

　4月末~5月／産卵場所となる池や湿地、排水溝などの水たまりに移動し、集団でひも状の卵の塊を

産む。繁殖期のみ「クックッ・・・」と小さい声で鳴く。

連絡先

◆電話：０１６７（４２）２４０７

◆メールアドレス：shogai-center@city.furano.hokkaido.jp
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